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くさん
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春号

「協働と協育」「市民参画」「自助、互助、公助」…阪

口吹田市長がよく口にされる言葉です。市民のみな

さんと手を携えて市民参加で市政を運営したい、と

おっしゃる市長ですが、その言葉と行動は裏腹のよ

うです。吹田各地で「高層マンション建設反対」の

声が上がっていますが、ほとんどの開発は業者の予

定通りに進んでいきます。吹田操車場跡地へ梅田貨

物駅が移転される問題でも、市長はJR東海道線沿

線をはじめ住民の声に耳を傾けようとはしません。

「開発優先」では高齢者や障害者などの福祉や子育て

の行政水準を守ることは困難です。「財政が厳しい」

時代だからこそ、市民の声をじっくり聞いて、何を

削って何を充実させるか、を決定してほしい。大事

なのは「開発優先」ではなく「人間優先」です。

ああたたりりままええ

のの

ここととややけけどど
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�財政難�と言いながら
大型開発�

私たちは今、「人口減少の時代」に生きています。団塊の世

代が職場から去り始める「2007年問題」も、すぐそこまで。こ

れからは今までのような「右肩上がり」の発展は見込めませ

ん。今そこにある住宅や公園、施設や道路をいかに大切に使っ

ていくか、が問われています。

時代を反映して吹田市の財政も火の車。貴重な市税を、いわ

ゆる「ハコモノ」に使うのではなく、福祉や教育など、住民の

ために使ってほしい。今では貴重な緑となった田んぼや雑木林

を切り開く「開発優先」ではなく、「環境と調和した街づくり」

をめざしてほしい。そんな願いを込めて今、「住民の声を聞い

てほしい」と訴える市民のみなさんに登場願いました。

「財政が厳しい」時代だからこそ「人間優先」で

ここが
言いたい�

藤白台では大阪府の公社住宅の建て替えがすすめられています。

私たちの住宅は高齢の年金生活者が多く居住年数も長いのが特徴で

す。みんな「このまちでこれからも暮らしたい」と願っていま

す。しかし、公社は昨年10月に初めて住民に説明したばかりな

のに、住民の声を聞かずに一方的に建て替えの手続きをすすめ

ようというのです。まるで �官製地上げ屋�のような対応で

す。私たちは「性急な建て替えでなく住民が納得できるように

話し合いをしてほしい」と訴えていますが、公社ばかりか吹田

市も住民の声を聞こうとしていません。

市長さんが「市民参加のまち」を言われるのなら、吹田

市は建て替え問題で苦しむ住民の声を、もっと聞くべき

ではないでしょうか。

納得できる
話し合いがしたいのに…

立山 清弘さん
千里ニュータウン
藤白台自治会会長

どうして急ぐ
ニュータウン建て替え計画

住住民民かからら不不安安のの声声がが
続続出出ししてていいまますす

どどううななっっててるるんんででししょょうう？？
日日本本生生命命住住宅宅跡跡地地のの開開発発

吉倉 まつみさん長野東在住

日
本
生
命
住
宅
跡
地
の
開
発
に
つ
い
て
、
南
山
田
地
域

の
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
「
開
発
の
内
容
が
住
民
に
知

ら
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
地
域
全
体
の
環
境
に
関
わ
る
問

題
な
の
に
、
周
辺
の
一
部
住
民
以
外
は
開
発
内
容
が
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。
」
と
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
開
発
に
と
も
な
い
南
山
田
小
学
校
の
通
学

路
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
が
、
小
学
生
の
お
母
さ
ん
た
ち

か
ら
も
、
「
こ
れ
ま
で
も
勾
配
が
急
す
ぎ
て
通
学
路
に
指

定
し
て
い
な
か
っ
た
道
が
通
学
路
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
が
と
て
も
心
配
で
す
。
吹
田
市
が
『
子
ど
も
の
安

全
・
安
心
』
を
言
う
の
な
ら
、
通
学
路
の
安
全
を
確
保
す

る
方
策
を
と
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。
」
と
切
実
な
声
が

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
吹
田
市
は

こ
の
よ
う
な
市
民
の
声
に
も

っ
と
耳
を
傾
け
る
べ
き
で

す
。

市民のくらしや

福祉はどうなるの
？

吹
田
市
は
「
財
政
難
」
と
い
い
な
が
ら
地

下
鉄
８
号
線
の
岸
部
へ
の
延
伸
と
吹
田
操
車

場
跡
地
の
開
発
、
江
坂
駅
周
辺
の
整
備
、
外

環
状
鉄
道（
仮
称
）西
吹
田
駅
周
辺
整
備
、
千

里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
と
い
っ
た
「
東
西

南
北
の
拠
点
整
備
」
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す

（
１
月

15日
に
行
わ
れ
た
「
市
長
が
語
る
吹

田
操
車
場
跡
地
の
ま
ち
づ
く
り
」よ
り
）。
財

政
難
と
い
い
な
が
ら「
大
型
開
発
」

�

こ
れ
で
は
市
民
の
く
ら
し
や
福
祉
は
守

れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

環境
か 開

発
か

藤井 幸雄さん泉町１丁目自治会会長

市市民民みみんんななでで決決めめたたいい
梅梅田田貨貨物物駅駅のの移移転転問問題題

梅田貨物駅の吹田移転問題について、「市長だけで

勝手に決めないで」「大事なことはみんなで決めよう」

という住民投票運動に取り組んできました。住民投票を

求める署名は、さる１月24日に告示され、地域

で集め始めました。この署名は住所・氏名の

ほかに、生年月日と印鑑が必要で、署名できる

のは吹田市在住の有権者に限るという厳しい条

件です。

わずか１ヶ月という短期間でしたが、マス

コミも注目する中で、４万筆を超える署名が

集まりました。吹田市民のマジョリティ（多数派）は、「住

民投票で決めたい」ということです。

この署名数が確定すれば市議会が開催されます。議会

で条例が可決されれば住民投票が実施され、私たち一

人ひとりの民意を示すことができます。逆に否決さ

れれば「勝手に決められた」ことになります。下の

図に示すようにこの問題は吹田市全体の公害問題

でもあります。今後は吹田市議会議員のみなさ

んに条例案を可決するようにお願いしていく

つもりです。

環
境
問
題
は

一
年
前
と
変
わ
ら
ず

ニュー
タウン

の

建て替
え問題

では

もうこれ以
上

緑を削らな
いで

御旅町でも

産廃中間施設
の建設が

（
２
月
４
日
付

毎
日
新
聞
）
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私は３人の子を吹田の公立保育園でお世話になりました。

保育園は、子ども一人ひとりを大切に、その成長を見守り、

親も支えるという、まさに「子育てセンター」です。地域

に目をやれば、まだまだ保育園は必要だし、子育ての悩

みを背負うお母さんたちもたくさんいます。保育園に

ある大切なものをさらに地域に広げ、「地域の子育

てセンター」を広げることが大切だと思います。

「福祉の吹田」といわれていますが、障害者、特に精神障害

者のくらしの実態からすればまだまだ市の施策は立ち遅れた状況

です。障害者を地域で支えるには、グループホームもヘルパーも不

足しているのが実態です。まず、市が障害者のくらしの実態をよくつ

かむことが大事であり、福祉、医療の施策・事業を充実することが必要

なのではないでしょうか。障害者が地域で安心して暮らしていくために、

市が果たすべき役割は大きいと思います。

保育は「子育てのセンター」

市の責任でさらに充実してください

障害者が地域で安心して

暮らすために市が果たす役割は大きい

さわらび診療所 医師 小川 正明さ
ん

４
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
変
わ

り
、
吹
田
市
を
い
く
つ
か
の
日
常
生
活

圏
域
に
分
け
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
い
う
福
祉
の
セ
ン
タ
ー
が
活
動
を

始
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち
民

間
の
福
祉
事
業
者
と
行
政
、
そ
し
て
地

域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
に
あ
る

公
共
施
設
な
ど
を
拠
点
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
取
組

み
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る

福
祉
の
セ
ン
タ
ー
を

つ
く
っ
て
く
だ
さ
い

松
田

市
子

さ
ん

特
別

養
護

老
人

ホ
ー

ム
い

の
こ

の
里

介
護

支
援

専
門

員

下
の
表
を
見
て
く
だ
さ
い
。
吹
田
市

で
生
活
が
苦
し
く「
生
活
保
護
」を
受
給

さ
れ
て
い
る
人
数
は
、
１
９
９
５
年
度

に
約
２
８
０
０
人
だ
っ
た
の
が
２
０
０

４
年
度
に
は
約
４
７
０
０
人
と
、
約
１

・

65倍
に
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
小
中

学
生
の
教
材
費
等
の
援
助
を
受
け
る

「
就
学
援
助
」も
、
２
０
０
４
年
度
は
８

３
０
０
人
を
超
え
小
中
学
生
の
約

30％

に
達
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
小
泉
首

相
が
す
す
め
る
「
構
造
改
革
」
の
影
で

「
格
差
拡
大
」
が
著
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、市
民

の
く
ら
し
を
守
る「
福
祉
」の
役
割
は
ま

す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

市
民
生
活
の
実
態

吹
田
で
も 「
格
差
拡
大
社
会
」
が

市
民
生
活
の
実
態
か
ら
す
れ
ば
、

「
市
民
の
く
ら
し
を
守
る
」
こ
と
を
第

一
義
に
し
た
行
財
政
運
営
が
必
要
で

す
。昨
年
に
市
労
連
が
行
っ
た
タ
ウ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
な
か
で
も
、
「
吹
田
の

福
祉
を
削
ら
な
い
で
」
と
い
う
皆
さ
ん

の
切
実
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。
吹
田
市
は
、
「
大
型
開
発

優
先
」
で
は
な
く
「
市
民
の
く
ら
し
優

先
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
市
民
の
く
ら
し
を
守
り
な

が
ら
財
政
難
を
打
開
す
る
」

行
財
政
運
営
こ
そ

財財政政健健全全化化タタウウンンミミーーテティィンンググ
ででよよせせらられれたた

市民の方からの声

市
民みんなの財産だか

ら
市
民の力でつくってきた

から

■健診や医療、子育て、低家賃住宅など生きてい

くことに必要なことは守ってほしい。（第五中学

校区）■子どもの未来のため教育面については削

らないでほしい。■財政が厳しいのなら、何を削

っていくのか、市民もまきこんで検討してほし

い。（片山中学校区）■高齢化がすすんでいて空

き家や空き地が増えている。空き家など市が借り

上げてお年寄りのための施設はできないのか。■

「市役所に来なさい」ではなく、市の方から出向

いてくることが必要。この地域のことを知り尽く

した職員が、政策提案するなどして、まちづくり

に生かしていくべき。（第二中学校区）■団地居

住の高齢者は、近隣センターが衰退し、買い物す

ら困っている。団地内にコミュニティーバスを走

らせてほしい。財政困難な中でも、生活弱者を守

る市政を。（南千里中学校区）■財政が厳しいの

だから、何を削るか、何が無駄なのかを討論すべ

き。地域コミュニティーの確立が急務ではない

か。■財政が厳しいといいながら、本当に必要か

どうかもわからない建物の計画があると聞く。

（第一中学校区）■福祉を守ることと財政問題は

矛盾する課題のように見えるが大事な指摘だ。

（西山田中学校区）■地域のコミュニティをどう

育んでいくのかが求められる。他市では地域担当

部署というものが市役所内に設置されているとこ

ろもある。吹田市でも縦割りの弊害をなくして身

近なことを市役所がかかわれるよう設置して欲し

い。（竹見台・高野台中学校区）

市民病院の

小児救急を

早く復活

させてほしい

ワ！

安安心心しし
てて

住住みみ続続
けけらられれ

るるままちち

吹吹田田市市
にに

市市民民のの
くくららしし

･･福福祉祉ササ
ーービビスス

はは

市市がが責責
任任ををもも

っってて

の福祉

吹田
休日・夜間の小児救急診療をストップしてしまった吹田市民病院。

突然の発熱や腹痛など、子どもの体調は急激に変化しやすいもの。今

では箕面市の「豊能広域こども急病センター」まで駆けつけないと診

療してもらえません。吹田市南部から箕面までは結構な距離。タクシ

ーで駆けつけざるを得ない方も。片山町にある市民病院で小児救急を

復活させてほしいという強い要望が寄せられています。

小泉内閣の言う「痛みを伴う改革」は、障害者の生活を破壊

しようとしています。障害者「自立支援」法は、極めて所得の

少ない障害者からも施設利用料を徴収するという、血も涙もな

い法律です。吹田市各地で「障害者の働く権利を奪わないで」

という声が上がっています。

吹田保育運動連絡会 巻 陽湖さん

22000044年年６６月月にに市市内内1155ヶヶ所所でで行行っったた吹吹田田市市労労連連主主催催のの
タタウウンンミミーーテティィンンググででよよせせらられれたた、、220000人人のの市市民民のの声声（（抜抜粋粋））

今年もやります！

タウンミーティング

みなさんの声をおよせください

５月17日（水）午後７時～

市民会館 大集会室にて

「福祉の吹田」を守る行財政運営を考える

―開発優先か、環境･福祉優先か
問われる吹田市政―

（「吹田市統計資料」より）


